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カテゴリー:お知らせ 

 

  脳卒中・心臓病等総合支援センターを開設した埼玉医科 

 大学国際医療センターの知事表敬訪問について 

 
 

 国は、脳卒中・心臓病等の循環器病対策を効果的に推進するため、令和４（2022）

年度から「脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業」を行っています。 

 今年度のモデル事業を実施する医療機関として、本県からは埼玉医科大学国際医療

センター（日高市。以下「国際医療センター」。）が選定されました。本県では唯一

かつ初の選定となります。 

 国際医療センターでは、患者・家族からの相談支援窓口を設置し、１０月１日より

本格始動しており、この脳卒中・心臓病等総合支援センターの開設を報告するため、

知事を表敬訪問します。 

 

● 表敬訪問の概要 

 １ 日時 

    令和５年１２月６日（水曜日）１０時３０分～１０時５０分 

 ２ 場所 

    知事室 

 ３ 主な出席者 

    丸木清之
まるききよゆき

  埼玉医科大学理事長 

    佐伯
さ え き

俊
とし

昭
あき

  埼玉医科大学国際医療センター病院長 

    栗田
く り た

浩樹
ひ ろ き

  埼玉医科大学国際医療センター副院長 

    亀井
か め い

美登里
み ど り

 埼玉医科大学社会医学教授 

 

 

令和５年１２月５日 

保健医療部 疾病対策課 
総務・疾病対策担当 藤塚・松山 

直通 048-830-3598 
内線 3593 

E-mail: 3590-05@pref.saitama.lg.jp 
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● 脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業とは 

  国は、循環器病対策推進基本計画で、「保健、医療及び福祉に係るサービスの 

 提供体制の充実」として、脳卒中・心臓病等（循環器病）患者を中心とした包括 

 的な支援体制を構築するため、多職種が連携して、総合的な取組を進めることとし 

 ています。 

  この取組を効果的に推進するため、専門的な知識を有し、地域の情報提供等の中 

 心的な役割を担う医療機関に脳卒中・心臓病等総合支援センターを配置し、都道府 

 県と連携を取りながら、地域の医療機関と勉強会を開催したり、支援方法などの情 

 報提供を行ったりするなど協力体制を強化することで、包括的な支援体制を構築し、 

 地域全体の患者支援体制の充実を図るべく、まずは先行的に実施し、検証を行うこ 

 ととしています。 

  モデル事業を実施する医療機関は全国から公募により選定され、令和４年度は 10 

 府県 12医療機関、今年度は 15府県 16医療機関が選ばれています。 

 【参考】関東地方の選定状況 

      東京都 ：なし 

      神奈川県：東海大学医学部付属病院（令和 5年度） 

      千葉県 ：なし 

      茨城県 ：筑波大学病院（令和 4年度） 

      栃木県 ：獨協医科大学病院、自治医科大学附属病院（令和 4年度） 

      群馬県 ：なし 

      埼玉県 ：国際医療センター（令和 5年度） 

 

● 国際医療センターの主な取組 

 １ 患者・家族からの相談支援窓口設置 

   国際医療センターに通院していない県民も含め、患者・家族に対し、リハビリ 

  テーションを含めた医療・介護・福祉・就労・障害に関する一体的な相談窓口 

  を設置します。Ｗｅｂでも電話でも相談可能です。 
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   窓  口：国際医療センター 脳卒中・心臓病等総合支援センター 

        （日高市山根 1397-1） 

   Ｗ ｅ ｂ：https://saitama-hokatsu.com/nou-shin/ 

        （問い合わせフォーム・便利なＷｅｂを御利用ください） 

   電話番号：０４２－９８４－０６０８ 患者コールセンター 

        （受付時間８：３０～１７：００ ※日・祝日・年末年始を除く） 

 ２ すべての県民を対象とした循環器病に関する情報提供・普及啓発 

   公開講座の開催（アーカイブ視聴可能）、県や県医師会が開催する県民向け公 

  開講座への講師派遣、患者・家族勉強会の開催（Web形式）など、予防や重症化 

  予防に向けた取組を行います。 

 ３ 地域の医療機関やかかりつけ医などを対象とした研修会の開催 

   国際医療センターと地域の医療機関、かかりつけ医が、互いに患者を適切に急 

  性期から回復期、維持期・生活期に橋渡しできるよう、それぞれが果たすべき役 

  割を学んでいただきます。 

 

● 県の取組 

  県は、国際医療センターの取組を支援することにより、循環器病の予防や正しい 

 知識の普及啓発を図るとともに、循環器病に関する医療サービスの提供体制の充実 

 を図ることで、健康寿命の延伸と循環器病の年齢調整死亡率の減少を目指します。 

 


